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【背景】 

近年、全国各地に総合型地域スポーツクラブ

（以下、「総合型クラブ」）の設立が進み、地域ス

ポーツの振興に重要な役割を果たしている。しか

し、その運営に当たっては多数の問題点が報告

されており、そのひとつに指導者や運営スタッフ

等の人的資源の不足がある。この問題の解決に

期待されるのが、大学生の積極的な地域スポー

ツへの参加である。これには地域からのニーズに

加え、近年の大学の CSR に対する社会的関心の

高まりや、大学でのスポーツ系学部・学科の相次

ぐ新設なども追い風となっている。本研究では、

地 域 ス ポ ー ツ に 参 加 す る 学 生 の 事 例 と し て

WILD359ers を取り上げた。WILD359ers は、所

沢市西地区総合型クラブの一部である子ども向

けプログラムの運営を担う学生団体である。スポ

ーツ指導はもちろん、参加者からの会費を用いて

の種目運営までを行うところにこの団体の大きな

特徴がある。このように、運営から指導までを学生

主体で行うスタイルは、今後学生の地域スポーツ

への関わり方としてひとつのモデルケースとなり得

るものである。しかし、その事例は少なく未だあま

り研究が行なわれていない。そこで本研究では、

WILD359ers に所属する学生に焦点をあて生の

声を聴くことで、学生の活動参加に対する意識や、

活動経験が学生に及ぼした影響についてその内

容と傾向を明らかにすることを目的とした。 

 

【方法】 

 調査方法は、フォーカス・グループインタビュ

ーを採用した。調査協力者は、WILD359ers に所

属する学生スタッフのうち、1 年半以上活動に積

極的に参加し、各種リーダーやイベント運営など

責任ある立場を経験した大学 3,4 年生 11 名であ

った。インタビュー法は半構造化インタビューを採

用し、質問内容は①スタッフ登録に至った動機、

②活動への継続参加の理由、③活動を通して学

んだことや得たもの、④活動経験が進路希望に

与えた影響、の 4 項目を設定した。 

 

【結果】 

分析の結果、①スタッフ登録に至った動機は

【活動内容への魅力】【友人の存在】【自己成長

願望】【子ども時代のスポーツ経験】の 4 つに大き

くまとめられた。②活動継続の理由は、【人の存

在 】【参 加 者 からのニーズ】【活 動 への満 足 感 】

【使命感】の４つに、③活動を通して学んだことや

得たことは【人間関係の重要性】【視野の広がり】

【ビジネスマインド】【ビジネススキル】の 4 つにまと

められた。④活動経験が進路希望に与えた影響

については、全員が進路選択に何らかの影響を

受けたと回答し、また多くの学生が進路決定に際

し活動経験が有利に働いたと実感している事が

分かった。 

 

【考察】 

殆どの学生が、当初の参加動機として利己的

動機のみを挙げていたが、その後活動継続の理

由としては参加者の存在やその他利他的動機が

追加され、さらにサービス精神の獲得も自己の変

化として認識していた。これは、活動を通じて感じ

た参加者からのニーズや、それに答えるやりがい



の実感が学生にもたらした変化であると考えられ

る。 

学生は、ビジネスにも通ずる様々なスキルやマ

インドの獲得を実感していたが、その殆どは運営

やイベント企画経験からの学びであった。また、

学生は皆運営を行う上で参加者からの会費の存

在を強く意識しており、それが学生達に使命感や

プロ意識の芽生えをもたらす強力な要素であるこ

とも明らかになった。学生は WILD359ers の運営

を通してビジネスの疑似体験をしていたと考えら

れ、ここに「運営から指導まで」を学生が経験する

事の大きなメリットが示唆された。 

本研究で、学生は活動を通して様々な学びと

成長を自己の変化として認識していたことが分か

った。この結果を基に、今後 ERG 理論における

最高次の欲求、成長欲求をうまく喚起する取り組

みを活動に導入する事で、学生の更なるモチベ

ーションの向上及び学びと成長の促進が期待で

きると考えられる。また、学生にとって謝金は活動

目的ではないが、その不公平感は不満に繋がる

事、また交通費程度の支給は適切であると考え

ている事が分かった。このことから学生にとって謝

金の存在は「動機付け＝衛生理論」における「衛

生要因」である事が示唆された。 

活動経験による関心の広がりや興味の深まり

は、学 生 の進 路 選 択 に有 益 な影 響 を与 えてい

た。 

しかし教職を進路の選択肢として考えていた学

生は、その思いを強めた者、逆に思いを弱めた

者に二分化した。職業選択のミスマッチを防ぐと

いう意味では、WILD359ers での活動は教職希

望者にとっても有意義なものであると考えられる。 

 

 

 

 


